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（１）概要   

腹腔鏡手術は不妊症診療における外科的なアプローチとして重要である。その

利点として低侵襲性と整容性が挙げられる。整容性については、開腹手術によ

る大きな傷と比べれば、腹腔鏡手術における数カ所に分散した小さい傷の方が

整容的であると言える。しかし、この小さい傷もケロイド状に肥厚したり、色

素沈着を起こしたりすると、かえって整容性を損なう結果ともなりうる。とり

わけ、不妊症診療では２０歳代から４０歳代までの比較的若い女性患者が腹腔

鏡手術を受ける対象となるため、術後創部の整容性にも十分な配慮が求められ

る。 

これまでにも術後の整容性に関する報告はなされてきたが、その多くは医療

者側の主観的なものであり、患者自身の評価を行っているものは少ない。当科

では、患者サービス向上の一環として、術後創部の状態に関するアンケート調

査を行ってきたが、術後の創部の整容性の改善を目的に２０２０年１月よりア

トファイン™(ニチバン株式会社)  の使用を推奨してきた。 

 今回、我々は、アンケート調査の結果を集計し、統計学的検討を加えることによ

り、患者自身による創部評価を基に、アトファインの有効性と婦人科腹腔鏡手術後

創部の整容性について検討した。 

 その結果、アトファインを使用した群では、「盛り上がり」において、中央値 

[最小値- 最大値]の順でアトファイン使用群2 [1-8] vs 非使用群3 [1-10] 

(P=0.047)で有意に低い点数であった（表２）。「痒み」においては使用群3 [1-9] 

vs 非使用群2 [1-8]  (P=0.018)で有意に高い点数であったが、アトファイン貼付

に起因する痒みと考えられ重篤な接触皮膚炎をきたす症例はなかった。「痛み」

「赤み」「硬さ」「違和感」については本検討では両群に有意差を認めず、「総合

満足度」においても同様であった。 

「盛り上がり」は肥厚性瘢痕やケロイドの主要所見であり、整容性に影響を与

える重要なファクターといえる。アトファイン使用群では貼付に伴う接触性皮

膚炎に起因する「痒み」が有意に高かったが、貼付期間の短縮や痒み止め処方

等の痒み対策を講じることにより、創部そのものの満足度に対しても高い評価



を得ることは可能であり、術後の整容性改善においてアトファインに代表され

る織布テープを用いた創部管理法の妥当性を導くことができると考えられた。 

（２）研究対象者 婦人科腹腔鏡手術後患者 

 

（３）実施方法 アンケート調査の集計と統計学的検討 

 

（４）医学的・倫理的配慮について 

過去のデータの総数を後方視的に分析するものであり、人権擁護について特別な必要

性はない。手術同意書内の書面にてすでに同意を得ているが、当院のホームページ上

においても、オプトアウトを行い、研究への協力の撤回がいつでもできるようになっ

ている。（http://www.tokonamecityhospital.jp/gynecology/surgery/1497.html）。

過去のデータの総数を後方視的に分析するものであり、象者への不利益及び危険性は

ない。また、この分析により術後の創部の整容性向上に貢献できると予測される。 
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